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７月になりました。期末試験も終わり、生徒の皆さんにとってはまず

はひと段落、あとは楽しい夏休みを待つばかりですね。と言いたいとこ

ろですが、３年生の皆さんにとってはいよいよ将来を決める大切な時期

となりました。この夏休みの過ごし方で自分の将来が決まるといっても

過言ではありません。

就職に関しては、６月に入った頃から、多くの企業の方が学校を訪問

されています。７月１日から受け付けている求人票も最終的には昨年を

上回る数になると思われます。求人数が増え、企業の選択肢は増えまし

たが、受験できる企業は１社に限られます。しっかりと自分の将来を見

据えて計画的に受験準備に取りかかって下さい。

進学に関しては、夏休みを利用してオープンキャンパスに積極的に参

加してください。何校か見学してその中から自分のやりたいことが学べ

る学校を選ぶことが大切です。ＡＯや指定校推薦、一般推薦を利用する

場合は出願時期が一般受験より早くなります。受験要項によく目を通し

て受験に備えてください。

１、２年生はこの夏、部活動や資格取得に積極的に取り組み、自分の

武器を見つけ、さらに磨きをかけてください。

次の表は就職・進学に関して今後の流れを大まかに示しています。計

画的に進めていきましょう。

月 日 曜 計 画 内 容 備 考

７月２日 求人票受付開始 求人票を確認し、受験につい 競 合 す る と き は 第 ２ 志

(月 ) て保護者・担任と相談。 望になることがある。

７月中旬 ３者面談 進路希望調査提出。 競合する場合は調整。

以降～ 生徒、保護者、担任とで受験

先を相談。ほぼ最終決定。

応募前職場見学への参加。

応募前職場見学願の提出。

進路指導委員会 就職受験先の最終決定。 ３年生出校日

８月７日 （主に就職） 受験同意書の提出。 受験先の最終確認。

（火） 進学に関して推薦については 履歴書下書き作成開始。

協議。その他は連絡・報告。 面接指導開始。

体育祭準備開始。

（７日～１０日）



月 日 曜 計 画 内 容 備 考

８月１６日 履歴書下書き 下書きは、担任の先生や科の 体育祭準備開始開始。

（木）～ ↓ 先生に確認してもらう。 （２０日～２４日）

履歴書清書 清書は何回も書き直しとなる ２ ８ 日 始 業 式 ま で に 履

面接練習 ので、早めに余裕を持って提 歴書完成

出すること。

履歴書提出の際には、就職試

験受験願を一緒に提出する。

面接の受け答えは、ノートに

まとめておく。

８月２８日 始業式 ２ ９ 日 以 降 履 歴 書 発 送

（火） 準備（進路指導部）

９ 月 ３ 日 応募書類発送 発送は進路指導部

（月）

９月５日 会社から受験票等 受験に関する旅行計画を立て 旅 行 計 画 は 、 会 社 か ら

(水 )～ 受験関係書類受け る。就職試験受験日程届出書 の 書 類 を よ く 見 て 立 て

１５日(土 ) 取り の提出。 る。

学割の申請。 面 接 練 習 は 、 多 く の 先

面接練習最終仕上げ。 生に実施してもらう。

９月１３日 進路指導委員会 受験校の決定。特に学校推薦、 オ ー プ ン キ ャ ン パ ス に

（木） （主に進学） 指定校推薦で受験する場合は、積 極 的 に 参 加 し 、 保 護

この場で決定。 者 ・ 担 任 と 相 談 し 、 こ

受験同意書の提出。 こ ま で に 受 験 校 を 決 定

しておく。

９月１６日 就職試験開始 この日以降、高校生の就職試 体調管理に十分注意し、

(日 ) 験が解禁となる。 万全の体制で臨むこと。

受験後速やかに受験報告書Ａ

票とＢ票を提出する。

受 験 か ら 約 合格の場合 内定通知が来るので、会社の 内 定 で あ っ て 、 採 用 で

一週間後 指示通り所定の手続きをする。はない。

その際、礼状を必ず同封する。

不合格の場合 二次募集がある会社から受験 日 程 に 余 裕 が な い 場 合

する会社を選び、受験の準備 が 多 い の で 、 気 持 ち を

に入る。 切 り 替 え て 早 め に 取 り

組む。

１０月以降 進学で学校推薦、 多くの大学や短大・専門学校

指定校推薦で受験 が、１０月以降に試験がある

する場合試験が始 ので、願書を早めに取り寄せ

まります。 て準備をしておく。

合格の場合 入学金を合格後２週間以内に 日 本 学 生 支 援 機 構 の 奨

納める場合がある。受験要項 学 金 は 、 入 学 後 ６ 月 く

をよく読んで準備しておくこ ら い か ら 支 給 さ れ る の

と。 で注意。

１１月以降 就職未定の場合 １１月以降は複数の会社を同 島根県の決まりです。

時に受験することができます。


